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ソフトウェア品質特性を用いた

探索的テスト

丹場 順次
日本ナレッジ株式会社

探索的テストによる品質分析

JaSST'15 Hokkaido
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札幌検証センター

はじめに

ソフトウェアテストをしています

丹場 順次: j-tanba@know-net.co.jp

弊社紹介・自己紹介

認定範囲：システムソフトウェア
試験規格：ISO/IEC 25051 6 章
試験文書への要求事項
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構成

事例

背景

施策

効果

今後の課題問題と課題

AGENDA



Copyrights Nihon Knowledge Corp 4

構成

事例

背景

施策

効果

今後の課題問題と課題

事例
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事例プロジェクトは

業務系パッケージ
ソフトウェアテスト

事例
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構成

事例 施策

効果

今後の課題問題と課題

背景

背景



Copyrights Nihon Knowledge Corp 7

主テスト

背景

単機能テスト 結合テスト

テストの計画は

主テストは

「単機能テスト」と「結合テスト」を計画
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主テスト

主テストの前に

事前テストで「フリーテスト」を計画

背景

フリーテスト 単機能テスト 結合テスト

事前テスト

テストの計画は
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主テスト

背景

フリーテスト 単機能テスト 結合テスト

事前テスト

プロジェクトの前提条件は

プロジェクト全体

工期が短い

事前テスト

スクリプトテストの採用見送り
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背景

テスト設計
テストケース作成

テスト実施

スクリプトテストとは
スクリプトテスト

既に記述されているテスト順序通りに実行

非スクリプトテスト

テストケースを用意せず実施者の判断でテストを実行

テスト実施
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「事前テスト」の目的は

＼事前テストのメイン目的 ／

背景

主テスト前に

幅広い観点や機能をテストしたい

主テストの

テスト方針のインプットとしたい

主テスト

単機能テスト 結合テスト

事前テスト
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主テストのインプットとしたい

背景

事前テストでは主テストのテスト方針を決定する
ための情報をアウトプットする

主テスト

テスト
結果・分析

単体テスト方針
事前テスト

結合テスト方針

1. 注力ポイント

2. 追加工程の必要性

3. 工程の順序

4. 作業ボリューム

例) 事前テストのアウトプットイメージ
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構成

事例 施策

効果

今後の課題

問題と課題

背景

問題と課題
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問題 - 事前テストはフリーテストを検討したが、

テスト実施内容が属人的になる

問題と課題
プロジェクトの問題と課題は２つ

１

問題 - 主テストのテスト方針が曖昧であった２

課題 - 非スクリプトテストといえど、

テスターにテスト指針を与える必要がある

課題 - 事前テストの結果(品質分析)を主テストの

テスト方針策定のインプットとする

必要がある
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構成

事例

効果

今後の課題

施策

背景

問題と課題

施策



Copyrights Nihon Knowledge Corp 16

抽象度の高い「テスト観点」（＝テストチャータ）

を利用して「探索的テスト」を実施

施策
課題に対して

「事前テスト」で行う施策は２つ

１

テスト結果の分析のために

チャータ設計のガイドとして

ISO/IEC25010ソフトウェア品質モデル

を利用

２

テスターにテスト指針を与える必要がある課題に対して

事前テストの結果を主テストのインプットにする必要が
ある課題に対して
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主テスト

事前テストでは探索的テストを実施

探索的テスト 単機能テスト 結合テスト

事前テスト

事前テストは「探索的テスト」を実施

主テスト

フリーテスト 単機能テスト 結合テスト

事前テスト

施策

変更

１
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主テスト

事前テストでは探索的テストを実施

探索的テスト 単機能テスト 結合テスト

事前テスト

事前テストは「探索的テスト」を実施

主テスト

フリーテスト 単機能テスト 結合テスト

事前テスト

施策

探索的テストとは

テストチャータの範囲内でテスト担当がテストすべき
内容を決定し、並行してテスト実施を行い、そのテス
ト結果をもとに次のテストすべき内容を決定していく
という対話型のテスト実施と定義する

１
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事前テスト

ISO/IEC25010 ソフトウェア品質モデル

探索的テスト

施策

 テストチャータに利用

 テスト結果分析に利用

主テストのテスト方針策定に

事前テストのアウトプットを役立てたい

 利用者品質を含めた幅広い観点でテストしたい

２
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ISO/IEC25010 ソフトウェア品質モデル

施策

探索的テストにて

テストチャータ設計のガイドとして品質特性を利用

２
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テストチャータ

施策

１

２

１ 品質特性の中から必要な要求事項の選定

２
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テストチャータ

施策

１

２

２ 品質特性をある程度具体化した観点に落とし込む
例 - 操作一貫性 → システムの全操作に対して、一貫した操作で利用することができるか

テスト観点

副特性：操作一貫性 具現化
・ボタン_アイコン
・ボタン_ワーディング
・ダイアログ_ワーディング
・マニュアル_ワーディング
・カーソル移動

品質特性
・画面遷移
・文字入力_半角全角
・文字入力_編集動作

一貫していない振る舞いを探す箇所は

２
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テストチャータ

施策

１

２

１

２

品質特性の中から必要な要求事項の選定

品質特性をある程度具体化した観点に落とし込む

チャータをチェック項目として活用し、その範囲

内で探索的テストを実施

２
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構成

事例

効果

背景

問題と課題

施策

今後の課題

効果
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課題に対する結果

効果

非スクリプトテストにおいても、テスターにテスト指針を与えた結果１

品質特性をガイドとしたチャータは

ユーザ観点である使用性などもテスト観点に含んでいる
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例）不具合検出結果の一部

課題に対する結果

効果

非スクリプトテストにおいても、テスターにテスト指針を与えた結果１

ポイント

使用性（特に操作一貫性）の不具合が多く検出できた
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課題に対する結果

効果

非スクリプトテストにおいても、テスターにテスト指針を与えた結果１

使用性（特に操作一貫性）の不具合が多く検出できた

抜粋 - 操作一貫性
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効果
参考

フリーテスト(他チーム)との比較

１

２

１

２

フリーテスト

機能適合性の不具合が大半

品質特性を用いた探索的テスト
使用性の問題検出が高い

 比較すると

フリーテストより探索的テスト
の方が広い観点でテストができた

特に

テストチャータによりユーザ観点に関しては

「気づき」がテスターへ与えられた

不
具
合
検
出
数

１
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例）品質特性毎の不具合統計表

課題に対する結果

効果

主テストのテスト方針策定のインプットとするため、事前テスト
の結果(品質)を分析した結果

２

品質特性をグループ単位で対策案検討

ポイント
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例）主テストのテスト方針のための分析

課題に対する結果

効果

２

主テスト実施と並行して外部設計書見直し案を

提案した

ポイント ポイント

主テストのテスト方針策定のインプットとするため、事前テスト
の結果(品質)を分析した結果
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課題に対する結果

効果

２

品質特性を用いることで分析が容易になった

主テストのテスト方針策定のインプットとするため、事前テスト
の結果(品質)を分析した結果
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品質情報の共有

効果

機能横断的な不具合の検出に役立った

その他の工夫した点
日々読み合わせを行いテスター間で共有

検出した
不具合

気になる
点

弱点
ポイント
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構成

事例

効果

今後の課題

背景

問題と課題

施策

今後の課題
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テスターが変わればテストをする度に毎回
違う物差しとなってしまう

テスター毎のばらつきをどう解消するか

今後の課題
探索的テストの精度向上を目指して

１

テスト実施中の活動は検討の余地があり

品質状況把握やリアルタイムな方針決定
をどう行うか

２

今後の課題としたい
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構成

事例

効果

おわり

背景

問題と課題

施策

今後の課題
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ありがとうございました。

札幌事業部

〒 060-0001

北海道札幌市中央区北1条西3丁目3番地

札幌プラザビル 7F

日本ナレッジ株式会社

本社

〒111-0042

東京都台東区寿3-19-5 JSビル9階

http://www.know-net.co.jp/

おかげ様で30周年


